
こ
の
度
の
東
日
本
大

震
災
に
よ
っ
て
、
ご
親

族
あ
る
い
は
お
知
り
合

い
を
亡
く
さ
れ
た
方
、

家
屋
財
産
を
失
わ
れ
た

方
、
あ
る
い
は
未
だ
避

難
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
お
ら
れ
る
多
く
の

方
々
に
心
か
ら
の
哀
悼

と
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
福
島
原
子
力

発
電
所
の
損
壊
を
も
誘

発
し
国
難
と
も
言
え
る

事
態
の
な
か
で
、
い
ち

早
く
現
地
に
派
遣
さ
れ
、

身
の
危
険
を
顧
み
ず
捜

索
救
助
・
避
難
民
支
援
・

被
害
復
旧
等
に
活
動
中

の
多
く
の
自
衛
隊
員
お

よ
び
米
軍
人
に
深
甚
の

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
た
い
。
千
鷲
会
と
し

て
も
何
ら
か
の
お
役
に

た
ち
た
い
と
い
う
あ
せ

り
に
も
か
か
わ
ら
ず
残

念
な
が
ら
直
ち
に
行
動

に
移
れ
る
状
況
に
は
な

い
た
め
、
被
災
地
へ
の

義
援
は
各
自
の
適
宜
な

判
断
に
よ
る
こ
と
と
し
、

会
員
の
総
意
に
よ
る
災

害
派
遣
中
の
隊
員
へ
の

激
励
と
し
て
、
激
励
品

を
航
空
幕
僚
長
及
び
基

地
司
令
に
お
渡
し
し
た

次
第
で
す
。

今
回
の
国
難
か
ら
の

本
格
的
な
復
興
に
は
農

林
水
産
を
含
め
十
年
と

も
二
十
年
と
も
の
年
月

が
必
要
だ
ろ
う
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

現
在
の
子
供
達
が
将
来

の
主
役
と
な
っ
て
こ
れ

を
担
う
こ
と
を
意
味
し

て
お
り
、
青
少
年
に
対

す
る
教
育
訓
練
の
重
要

性
が
よ
り
一
層
増
し
た

と
い
え
ま
す
。
昨
年
度

の
本
会
事
業
計
画
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

じ
て
の
地
域
貢
献
を
掲

げ
ま
し
た
が
、
こ
の
実

行
と
し
て
二
十
一
年
度

と
同
様
、
過
日
、
「
千

歳
市
奨
学
基
金
」
へ
の

寄
付
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
こ
の
度
の

状
況
へ
の
対
応
に
も
通

じ
て
い
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

事
業
計
画
に
基
づ
く

総
会
・
懇
親
会
の
時
期

が
近
づ
き
ま
し
た
が
、

最
近
の
季
節
懇
親
会
へ

の
会
員
の
参
加
が
や
や

低
調
で
寂
し
い
限
り
で

す
。
ご
多
忙
で
は
あ
り

ま
し
ょ
う
が
万
障
お
繰

り
合
わ
せ
て
の
ご
参
集

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

紙
面
を
借
り
て
お
願
い

す
る
次
第
で
す
。

千
鷲
会
は

三
月
三
十
日
、

東
日
本
大
震

災
に
伴
い
災

害
派
遣
隊
に

激
励
品
を
贈

呈
し
た
。

こ
の
日
、

朝
倉
会
長
と

白
木
事
務
局

次
長
は
千
歳

基
地
を
訪
れ
、

会
長
か
ら
「
劣
悪
な
環

境
の
中
で
の
救
助
活
動

に
役
立
て
て
欲
し
い
」

と
菓
子
類
な
ど
激
励
品

が
基
地
司
令
に
手
渡
さ

れ
た
。

会
員
皆
様
方
の
活
動
状

況
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
趣
味
、

論
評
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
問

い
ま
せ
ん
。
自
薦
、
他
薦

大
歓
迎
で
す
。

投
稿
先
及
び
問
合
せ
先

塙

４
２
局
０
２
９
５

国
井

２
８
局
４
３
０
２
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（第３号）

発行

千鷲会

東
日
本
大
震
災
に
想
う

千
鷲
会
会
長

朝
倉

範
夫

千
鷲
会
の
会
員
数

（
四
月
一
日
現
在
）

正

会

員

６
７
４
名

賛
助
会
員

団
体

１
６
社

個
人

１
３
名

災害派遣隊員に激励品贈呈

被
災
地
で
活
躍
す
る
千
歳
基
地
隊
員

（
写
真
提
供
：
北
部
航
空
方
面
隊
）

投
稿
記
事
募
集

各

紹

介

新
入
会
員

◎
正
会
員

村
田

由
友

飛
群
本

村
上

達
典

基
群
本

沼
倉

薫

補
給
隊

中
村

雅
美

３
群
本

野
崎

康
寛

修
理
隊

◎
賛
助
会
員

五
十
嵐
桂
一

個

人

物
故
会
員武

田

光
義

多
田

栄
一

小
黒

保
衛

倒壊家屋での捜索救護活動 炊き出しでおでんを配る隊員

千鷲会から送られた菓子類支援物資を配分する隊員給水支援を行なう隊員

基地司令から概況説明を受ける会長



千
歳
基
地
の
操
縦
者
等

冬
季
水
上
保
命
訓
練
が
三

月
七
日
、
千
歳
川
で
行
な

わ
れ
千
鷲
会
か
ら
会
長
以

下
八
人
が
見
学
し
た
。
そ

の
際
、
参
加
隊
員
に
激
励

品
を
渡
し
た
。

訓
練
に
は
若
い
パ
イ
ロ
ッ

ト
の
ほ
か
２
空
団
司
令
、

所
在
部
隊
長
も
参
加
。
水

温
一
・
五
度
の
中
で
耐
寒

保
命
方
法
や
精
神
力
を
鍛

え
て
い
た
。

千
鷲
会
は

昨
年
度
の
事
業

計
画
に
基
づ
き

三
月
三
十
日
、

千
歳
市
の
奨
学

基
金
に
三
万
円

を
寄
付
し
た
。

同
日
、
朝
倉

会
長
と
白
木
事

務
局
次
長
が
市

役
所
を
訪
れ
、

会
長
か
ら
山
口

市
長
に
寄
付
金

を
手
渡
し
た
。

同
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
は
二
十

一
年
に
つ
づ
き

二
回
目
。

平
成
二
十
三
年
新
春
の

集
い
が
二
月
二
十
五
日
、

エ
ア
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
ア
ネ
ッ

ク
ス
で
開
か
れ
た
。

会
に
は
正
会
員
、
賛
助

会
員
七
十
五
人
が
参
加
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
賛

助
会
員
の
今
野
さ
ん
が
新

春
に
ふ
さ
わ
し
い
日
本
舞

踊
で
花
を
添
え
る
な
ど
会

場
は
終
始
、
和
や
か
な
雰

囲
気
で
包
ま
れ
た
。

千鷲会だより （第３号） （２） 平成２３年５月１日

平
成
二
十
三
年
新
春
の
集
い

千
鷲
会
が
激
励

操
縦
者
等
冬
季
水
上
保
命
訓
練

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被

害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
に
は
、
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

北
の
大
地
、
北
海
道
に
も
新
緑
の
春
が

到
来
し
、
何
事
に
も
動
じ
な
い
か
の
よ
う

な
自
然
界
の
凛
と
し
た
姿
に
は
、
改
め
て

力
強
い
も
の
だ
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
日
々
の
テ
レ
ビ
・
新

聞
等
の
報
道
に
接
し
、
気
分
は
重

く
、
つ
い
つ
い
沈
み
が
ち
と
な
り

ま
す
が
、
自
然
界
の
強
靭
さ
を
見

習
い
、
元
気
に
、
そ
し
て
明
る
く

あ
り
た
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、
再
生
日
本
、
新
た
な
時
代
へ

の
糧
・
教
訓
に
な
れ
ば
と
思
い
、
最
近
の

大
事
件
等
を
総
括
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し

た
。
最
近
の
大
事
件
等
と
は
…
…
「
東
日

本
大
震
災
」
及
び
「
福
島
原
発
事
故
」
、

さ
ら
に
は
昨
年
の
「
尖
閣
事
案
」
で
あ
り
、

こ
れ
ら
へ
の
一
連
の
我
が
国
、
我
が
政
府

の
対
応
に
関
す
る
こ
と
で
す
。
か
つ
て
ド

ゴ
ー
ル
は
「
政
治
を
主
導
す
る
の
は
官
僚

で
は
な
く
、
政
治
家
だ
。
そ
し
て
、
そ
れ

を
最
終
的
に
決
め
る
の
は
、
国
民
自
身
で

あ
る
。
」
と
の
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

対
応
へ
の
報
道
は
、
現
政
権
、
そ
の
弱
腰

振
り
や
ビ
デ
オ
の
非
開
示
決
定
プ
ロ
セ
ス
、

さ
ら
に
は
危
機
対
応
の
際
の
指
導
力
の
欠

如
、
情
報
発
信
の
あ
り
方
等
を
批
判
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
対
応
等
か
ら
、
ド

ゴ
ー
ル
の
発
し
た
言
葉
の
重
み
を
改
め
て

感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
政
権
、

政
府
を
選
択
し
た
の
は
、
紛
れ
も
無
く
私

達
自
身
で
す
。
そ
し
て
、
負
の
遺
産
を
背

負
う
の
は
、
私
達
大
人
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
子
供
達
、
孫
達
の
世
代
に
も
及
ぶ
も

の
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
本
の
未
来

の
た
め
に
も
、
こ
の
国
の
あ
り
方
に
強
く

関
心
を
持
ち
、
「
政
権
を
も
選
択
す
る
権

利
と
そ
の
責
任
の
重
さ
」
を
、
決
し
て
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
、
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
千
鷲
会
活
動
を
通
じ
な
が
ら
、

相
互
の
絆
を
い
っ
そ
う
強
固
な
も
の
に
す

る
と
と
も
に
、
日
夜
を
違
わ
ず
粛
々
と
任

務
や
業
務
に
邁
進
す
る
後
輩
達
の
活
動
を

支
え
、
あ
る
い
は
尖
閣
と
同
様
に
北
方
四

島
の
返
還
等
、
地
域
に
直
結
す
る
問
題
へ

の
関
心
・
貢
献
に
も
、
組
織
的
か
つ
継
続

的
に
行
な
っ
て
い
く
こ
と
が
、
重
要
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

輝
け
る
未
来
に
向
け
て
、

今
し
ば
ら
く
は
や
せ
我
慢

が
必
要
な
時
期
で
す
。
今

一
度
「
政
治
は
、
政
治
家

が
行
な
う
が
、
そ
れ
を
決

定
す
る
の
は
国
民
自
身
で

あ
る
。
」
と
の
思
い
を
強
く
認
識
し
、
頑

張
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
ご
多
忙
の
中
、
七
百
名
に
お

よ
ぶ
会
員
・
賛
助
会
員
を
ま
と
め
、
千
鷲

会
の
運
営
等
の
た
め
平
素
か
ら
ご
尽
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
役
員
の
皆
様
、
さ
ら
に

は
会
報
発
行
を
担
当
さ
れ
て
い
る
皆
様
の

ご
努
力
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

千
鷲
会
参
与

佐
藤

敏
博
（千
歳
市
在
住
）

飛
行
群
司
令
に
激
励
品
を
手

渡
す
朝
倉
会
長

奨学基金に寄付

千歳市長に奨学基金を手渡す会長（写真中央）

「
地
域
の

子
供
た
ち

に
冬
を
楽

し
ん
で
も

ら
お
う
」

と
毎
年
、

冬
に
自
宅

で
雪
像
を

作
っ
て
今

年
で
二
十

四
回
目
。

制
作
す
る
度
に
現
役
時

代
の
雪
像
制
作
が
思

い
浮
か
ぶ
と
言
う
。

昭
和
五
十
一
年
頃
、

広
報
館
裏
の
グ
ラ
ン

ド
で
行
わ
れ
た
基
地

雪
像
コ
ン
ク
ー
ル
で

所
属
し
て
い
た
部
隊

が
二
年
連
続
最
優
秀

に
輝
き
、
そ
の
事
が

糧
と
な
っ
て
毎
年
続

け
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
で
は
道
の
駅
で

雪
像
を
制
作
し
国
内
外

の
人
を
楽
し
ま
せ
た
り
、

市
内
で
の
ス
ノ
ー
イ
ベ

ン
ト
で
は
指
導
を
依
頼

さ
れ
る
な
ど
生
き
が
い

を
感
じ
て
い
る
よ
う
で

す
。
今
後
は
「
孫
の
た

め
に
作
り
た
い
」
な
ど

と
い
う
会
員
の
要
望
が

あ
れ
ば
応
じ
た
い
と
意

気
込
ん
で
い
る
。

Ｔ
・
Ｓ

人物紹介
国井勇治




